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理性の夢一フランス18世紀のテーマ系－

鷲見洋

本論文は一つのテーマを追求するものではない。あえて逆説的言辞を弄

するなら，テーマの追求それ自体をテーマにした論考なのである。私がこ

こで試みるのは一種の思考実験である。勤務する大学の図書館に収蔵きれ

ている 18世紀フランスの古版本，およびその周辺のみにコーパスを限定し，

どこまでも原典に問いかける形でテーマの選択と連関を考える方法であ

る。テーマ系の設定は，当然のことながら限定されたコーパスの側からの

逆規定をこうむることになるだろう。日本という文化的・地理的にフラン

スから隔たった環境で研究活動に従事する場合，この方法は一つの可能性

と，そして当然のことながら一つの限界とを指し示すモデル・ケースとな

りうるかもしれない。

l ：分類への情熱

フランス18世紀に関するテーマ系の抽出に当たってもっとも頼りになる

手掛かりは「分類」という概念であるように思われる。 Michel Foucault が

Les Mots et les choses の中で，古典時代を記述するに際して博物学を取

り上げ，同書の第 5 章を「分類j に当てていることはよく知られている。

確かに時代は思惟や知覚のあらゆる対象物の整理・配置・列挙を心掛けて

いた。 17世紀末に刊行きれ，その後も版を重ね続けた語学事典の数々（Ri

chelet, Fureti色re, Academie, Trevoux）が何よりもその雄弁な証左であ

ろう。

ここで重要なのは，「分類」作業をもっぱら担った社会階層が「フやルジョ

ワジー」と呼ばれる人たちだったという事実である。 Richelet ( 1680）から
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Trevoux (1771）に至る約90年間に刊行された移しい国語辞典の版本に当

たってみると， bourgeoisie という名詞に与えられている語義の多様さに

驚かされる。単なる「都市の住民」は，「貴族・僧侶と区別される第 3 身分」

としても用いられたが，「船主j，「親方，雇用主J といった財や力の保有者

をも意味し，また Furet注目： Le Roman bourgeois や Moli色re: Le Bourｭ

geois gentilhomme に見られるような蔑称のニュアンスも帯びた。この階

層が第 3 身分の中で「領主裁判権から自由な者」という形で王権の保護を

獲得し，やがて「都市内でさまざまな特権を享受する住民」として自らを

明確に都市下層民から分離するに及んで，たとえば Diderot : Le Pere de 

famille や後の Mercier : La Brouette du vinaigrier が描くところの，商業

に従事しつつ父親としての義務と愛に悩む，近代文学の曙に位置する典型

的なブルジョワ像が登場する。この人々は財を蓄えるのみならず，財の枚

挙と整理を心掛け，言葉から宇宙に至る一切の存在と観念を秩序づけ，森

羅万象についての目録を作成しようとした。この分類熱は言語の交通整理

に留まらず，人間生活の全領域にまで広まっていく。

分類の営みの中でも「網羅j や「収集」に重点が置かれたものに，各種

のテーマ別事典類がある。これらの源流には17世紀の Moreri や Bayle に

よる総合的・普遍的事典の存在を考えなければならないが， 18世紀に入っ

てからはジャンルへの分化が目立ち，たとえば経済の分野では Noel

Chomel: Dictionnaire economique (1732）や De la Marre : Dictionnaire 

a:conomique (1768）などがある。書誌、作成の努力にも目ぎましいものがあ

り Acta Eruditorum (1682 1742), Jacques Lelong: Bibliotheque historiｭ

que de la France （初版1719, 1768-1778), Herbelot de Molainville: 

Bibliotheque orientate (1697）など枚挙に暇がない。蔵書目録としては，

索引付で手書きのニヴェルネ公爵文庫のもの （ Catalogue des livres de la 

bibliotheque de Monseigneurｷ le Due de Nivernois, 1785-1798）が大きな

業績になるだろう。文学の上でこれに対応するのが Angus A. Martin : 

Bibliotheque universelle des romans (1775-1789）である。また，サン・

モール会による浩翰な『フランス文学史』はこの種の試みとしては史上初
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めてのものであり，反宗教改革運動に樟差す，カトリックによる資料の収

集と整理の優れた成果といえる。

一方，自然界の膨大な対象物をある秩序や法則の支配下に置いて系統づ

けようとする，より理性的な試みがある。博物学の Linne (Philosoρhia 

botanica, 1751）や和声学の Rameau (Generation harmonique, 1738）の

仕事がその代表的なものだろう。この理性主義を植物や音組織のみならず，

およそ考えられる限りの知の全領域にまで適用しようとしたのが， Diderot

D’Alembert の Encyclopedたであった。 Bacon (Advancement of Learｭ

ninι1600）と Chambers ( Cycloρedea, 1728）から知性の 3 能力（記憶，

理性，想像力）に基づく人間知識の系統図という発想を学んだ彼らは，知

についての既存の分類システムを相対化し，知識の世界の境界線を引き直

したのである。『百科全書Jの分類学は文字テクストのみならず，膨大な図

版の世界にまで及んでいるが，同時期の科学アカデミーによる図版集

Des en>tion des arts et des metiers (1761-1789）や諸種博物図鑑，外国に

おける『百科全書J の再版（とりわけスイスの De Felice による Yverdon

版と Pellet による Gen色ve 版），そして『百科全書J の続編ともいうべき

Pankoucke の Encycloρedie methodique (1782-1832）などとの厳密な比較

作業が今後の課題となろう。『百科全書』の分類哲学は人間知性の能力を根

幹にしている以上，どこまでも人間中心的な本質を持っているが（たとえ

ば技芸の詳述），事典の編纂・記述にさいしてその本質に抵触するような事

態が生じた時，きわめて興味深い処理や表現が工夫される（たとえば本文

における出版検閲への対処，図版に散見きれる労働現場の美化）。

II ：合法化された侵犯

徹底的網羅と理性的系統化を特徴とする分類は，往々にして事物に与え

られた価値の序列を転倒させ，従来光の当てられなかった対象や領域に意

外な関心や発見を誘発する。たとえば『百科全書J に固有な方法の一つは，

未知の世界にどこまでも分け入ろうとして容赦なく振るわれる，「分解」「切

断」「侵入」などのメス捌きである。
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1 ：解剖合法的侵犯のテーマとして第一に挙げられるのが「解剖」であ

る。 J. -F. Gautier d’Agoty: Anatomie de la tete (17 48）の精密をきわめ

た彩色図譜を一覧すれば，人体解剖図が単なる医学資料以上の意味をもっ

ていたことが納得される。『百科全書Jの項目 Anatomie を不気味に飾る動

脈と静脈の血叢図や，補巻の Hermaphrodite を克明に描写した図版につ

いても同じである。そして同時代の文学的想像力は Sade に至ってついに

我が娘を生体解剖する父親の形象を生み出すのである。

2 ：地下の世界理性的探究が大地を対象とした時，「鉱山」と「墓場」の

テーマがえられる。もともと近代ヨーロッパ人の地中探訪への志向は，

Dante Alighieri : La Commedia における地獄篇最終歌が描出したサタン

像， Athanasius Kircher が初めて手がけた地球内部の研究書 Mundus

Subterraneus (1682）以来のものであるが， 18世紀では溶鉱炉にコークスを

大量に使用するようになった関係で石炭の需要が増し，世紀初頭から鉱山

への関心は強かった。『百科全書』の図版もさることながら，たとえば Abbe

Prevost : Pour et contre 中のスウェーデンの鉱山に関する記述などが注

目きれる。地下の採掘現場は落盤の危険に脅かされ続ける，いわば死と隣

合わせの空間であったが，当然のことながら隣接テーマに「墓場」を考え

なければならない。同じ Prevost の長編 Cleveland に洞窟の奥深く母親を

埋葬する場面があった。 Mercier : Tableau de Paris の場合は，パリの真

下に空洞があり，街は恐るべき深淵の上に建っているという恐怖が述べら

れている（第 1 巻 5 章，第11巻189章）。そうした地下の廃嘘に理性の裏面

から光を当てて，死と沈黙のたちこめる空間を描き出したのが，もっぱら

イタリアで活躍した画家 Louis-Jean Desprez (17 43-1804）の一連の墓所

画であった。地中への探索は傍系テーマとして，「監禁」（Sade），「内面凝

視」（Rousseau），などを生み出すだろう。

3 ：機械のメカニズム Descartes の自然学に端を発する機械論は，理性

のメス捌きがもっとも鮮やかな分野であり， La Mettrie : L 'Homme 

machine の発想に行き着く傍らで， Vaucanson の自動人形に寄り道し，さ

らにさまざまな形の「仕掛けJ に対する強い関心を呼び覚ました。『百科全
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書J の図版 Machines de theatres に見られる詳細をきわめた舞台装置が

好例であろう。この複雑怪奇なメカニズムへの偏執が想像力の暗黒部分を

刺激すると，「墓場」や「監禁」と隣接した酷薄なテーマが浮かび、上がって

くる。国王ルイ 15世を襲った Damiens の拷問用に考案きれた寝台と，のち

に Sade が Histoire de Juliette で精密描写する拷問機械との聞には驚くべ

き類似が認められる。

4 ：日常生活への侵犯 Turgot の有名な Paris 地図は，その巨大な版型と

精密さによって，自らを書物の中の「首都J たらしめようとする意思を表

明するのみならず，現実の大都市をその表層においてくまなく記述しつく

そうとする執念の産物であった。高等法院弁護士長ze : Etat de Paris 

(1757）は，いわば言語によるパリの地図化の試みで，街路別の店舗リス

トや値段表などが，『百科全書J を世界地図に警えた D’Alembert の思想に

共鳴している。 Bachaumont: Memoires secrets Mercier: Tableau de 

Paris などの著作は，この J色ze のマニュアルを文学の方向へと深化させた

ものに他ならない。

都市の日常生活への侵犯行為はさまざまである。『百科全書』の図版の多

くが建物や物体の断面を示し（工場や船），場合によっては屋根を剥いで内

景を暴いてみせるのは， Le Sage の小説 Le Diable boiteux で悪魔アスモ

デが使った魔法と同じである。この方向への侵犯の目ざましい成果は「私」

空間の描出であろう。 Norbert Elias が分析した『百科全書』の図版「邸館」

の見取図では，貴族階層における夫婦別居の実態が見事に図案化されてい

るが，一方 Sedaine : Le Philoso戸he sans le savoかといったブルジョワ劇

の脚本には，富裕な商人の家の間取りや戸締りの様子が活写され始める。

「死の社会史」は家人の臨終に際して近隣からの見物客を締め出す習慣が

定着しはじめたことを教えてくれる。

美術における肖像画の流行， とりわけ「読書する女」をテーマにした絵

画，そして読書それ自体における「黙読j の定着，黙読による世紀最大の

イヴェントともい 7 べき Rousseau : La Nouvelle Heloi況の爆発的流行，

いずれの現象も公共性に対する「私性」の台頭を雄弁に物語って余りある。
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5 ：父親・家族・教育 「理性J のカメラが「家」の内奥に分け入ってとら

える被写体はいろいろである。 Diderot が創始した drame bourgeois の描

き出す「父親」の美徳と苦悩の物語 （Le Pere de famille） ，結婚・出産・

育児をめぐる女性の社会史，移しい教育論（Locke, Fenelon, Rousseau, 

Condillac）と連関の系を辿ることができる。ここに見られる安定と秩序へ

の偏執は「ブルジョワの経済的使命は道徳的使命を伴う」（R. Mauzi）とい

う命題を支えるエネルギーにはかならない。そうしたブルジョワ劇の父親

を多くの試練が待ち構えている。

6 ：官能の復権 17世紀に Descartes が Les Passions de l'ame で統御・

抑制しようとした「情念」は， Diderot による復権要求 （Pensees ρhilosophi

ques) , La Mettrie の賛美 （Anti Seneque), Sade による絶対化 （La

Philosophie dans le boudoir ） という手順で着実に市民権を獲得していく。

Sade: Aline et Valcourt で非道の限りを尽くすリベルタンの父親は，

Diderot の父親像の見事な反措定であると同時に，ある意味でその必然的

展開として逆説的に捉え直すことも出来よう。この過程は時代の「侵犯志

向j が人間という存在の暗部にまで及んだことの証左であると同時に，根

深い禁制へのおびえから官能の衝動を隠蔽しつつ装飾化したり（ロココ文

化），純然たる心理の駆け引きに転化したり（Crebillon fils を始めとするリ

ベルタン小説），倫理機制との葛藤のドラマに仕立てたり （La Nouvelle 

Heloi'se ） するようなさまざまなヴァリエーションを生み出した。

7 ：娼婦，悲惨・貧困，犯罪・刑罰文学史が「啓蒙主義」と「前ロマン

主義」の美名の下に隠し続けてきたのが，官能の社会的形象化といえる「娼

婦」，その属性である「悲惨・貧困J の現実，そして制度上の帰結である「犯

罪・刑罰」のテーマ系だった。 Prevost (Manon） から Retif(Le Pornograρhe, 

Les Nuits de Paris ） にいたる「娼婦文学j の系譜は，いわゆるポルノグ

ラフィーやリベルタン小説とは一線を画されるべきである。また『百科全

書』の危険かつ痛ましい労働現場を一見淡々と描いた図版（炭鉱での発破

作業，ピン製造工場における幼児労働者）や， Helvetius: De l'esprit の脚

注（Discours I, Chapitre 3）に見られる悲惨な社会的現実への告発，ある
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いは農民出身の独学者 Jameray-Duval: Memoires に想起された農村の貧

困ぶりなどは，従来の観念的な社会思想史が， 日常世界の実態に立脚した

社会史の成果を知らずに，いわば蒸留水のような進歩的言説の中で倦むこ

となく反復してきた大思想家列伝になにがしかの生気を与えてくれるだろ

フ。

18世紀フランスは，一方で Damiens や Calas の裁判と処刑に象徴され

る，厳格にしてときに不寛容な刑法装置があり，もう一方でイタリアの

Beccaria の仏訳（Traite des deliぉ et des ρeines ） が物語るような寛容へ

の広範なキャンペーンがあった（Voltaire : Commentaire sur le liv陀 des

deliお et des ρeines，および Calas 事件や La Barre 事件への介入）。いずれ

にしても，この時代の最良の知性は，人間の情念の最深部にまで測鉛を届

かせると同時に，情念の活動を陰日向で規制し抑圧する法組織の中枢に批

判のメスを力日えたのである。

111 ：秘境の発見と異界の踏査

18世紀の知性が探査の対象にした領域は身近な現実（身体，心， 日常生

活，社会の仕組み）ばかりではない。人々は現実社会の外側に自分たちの

与かり知らぬ世界が広がっていることに気付いた時，理性と幻想，推理と

空想とが奇跡のょっに調和した，不思議な宇宙を作り出した。

l ：空へ，山へ第ーのテーマは「空を朔ぶ夢j であろう。 17世紀の

Cyrano: L'Autre monde をもって始まる宇宙旅行の夢想は， Voltaire:

Micromegas を経て， Retif: Lα Decouveγte australe では飛行入閣の形象

化に行き着き，一方でロジェとアルランドによる有人気球の打ち上げ（1783

年11月 21 日）という現実化されたユートピアを生み出すに至った。アルプ

スの魅惑をテーマにした山岳文学にも高所への憧憶は認、められる。 Rous

seau, La Nouvelle Heloi"se （第 1 部書簡23）に色濃い現実嫌悪と無限願望

はきわめて倫理性の強いものであるが， Senancour : Oberman （第 1 年書

簡 7 ）になると山それ自体への感覚的惑溺が独自の美文で語いあげられる。

高所願望の根底に横たわるものは，当時医療行為で重要な実績をあげて
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いた「転地」や「散歩」のテーマにはかならなし＝。都会嫌悪と現実逃避は

「隠遁」や「孤独」の紋切り型を生み出したが，やがては逃避先の自然や

神秘が独自の価値を持つようになる。この特権的感覚はしばしば「崇高」

(sublime）と呼ばれた。 Diderot のような芝居好きにとって「崇高」は最

高の演劇的感動を形容する最高の表現にはかならなかったが （Entretiens

sur le fiお nature！） ，世紀後半の感受性は高所と崇高とを結び付け，いわ

ゆる「天才」概念と並んで，崇高は啓蒙時代がロマン主義に向けて差し出

すもっとも聖化された贈り物になった（Burke, A Philosoρhical Enquiη 

into the Origin of our Ideas of the Sublime and Beautiful; Kant, Critik 

der Urtheilskraft ） 。

2 ：船・旅・異国 高所志向に続いて，地表上の移動が「旅」のテーマに

なる。経済活動の活発化，道路・水路と交通機関の発達，治安と保護の確

保，ホテルの整備といった好条件が「グランド・ツアー」の爆発的流行を

生んだ。 Arthur Young, Travels (1792年，再版1794年）は仏訳され，英国

経済学者の革命期フランスに関する貴重な証言として読まれ続ける。また

7 年戦争の痛手はフランスに海軍の弱体を思い知らせるきっかけとなり，

造船技術の進歩と改良が試みられた （EncycloρMたなどの図版：「造船工

場」「航海技術J ）。 Arnould の Systeme maritime et ρolitique des Euroρeens 

(1797）はその総決算といえるような書物である。

造船業の興隆に促きれるようにして，新たな「大航海」の気運が醸成さ

れた。英国の Cook，フランスの Bougainville, Voyage autour du monde 

(1797），そして Napoleon のエジプト遠征記録 Desen> tion de f ’'Eg沙te

(1809-1823）など枚挙に暇がないが，大航海は植民地政策と裏腹の関係に

あり， Diderot: Suρρlement au voyage de Bougainville カfフィクションの

形で提起した問題を， RaynaI は Histoire des deux Indes で Diderot 自身

の手を借りながら政治と歴史の恥部として捉えなおしたのである。 異国

の発見が旅行文学の流行を促すといフ図式は何も 18世紀に始まった訳では

ない。だが Swift : Gulliver の仏訳が争って読まれた事例を持ち出すまで

もなく，異国趣味や旅行語への熱中は当初の諮晦や仮面の役割（Montes
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quieu : Lettres ρersanes ） を超えて，珍奇な風物や習俗との出会いそのも

のへの関心が高まってきたことを示している。 Voyages imaginaires, 

song es, visions et romans cabalistiques ( 1787 1789）という大部な集成が

その辺りの事情を雄弁に物語っている。 Sylvain Marechal の筆になる世界

中の民族の衣装総覧 Costumes civils actuels de tous les ρeuples connus 

(1805), Ferraio: fl Costume antico e moderno (1816-1824）なども，

学問的価値はさておいて，そのような好奇の視線が捉えた「他者jのイメー

ジとして検討されるべきである。そして18世紀フランス人にとって，時代

を通じての最大の「他者」とは，タヒチ人でも北米インディアンでもなく，

東洋人であった。 Kampfer : Histoire naturelle, civile et ecclesiastique de 

l'emρire du hρon （仏訳1729), Charlevoix, Histoire et description gene・

rale du faρon (1715), Thunberg, Voyages de C. P. Thunberg au ]apon 

（仏訳1796）などの著作に描かれた日本人および日本の習俗は，文章と図

像の両面にわたる歪曲と誠意の証しとして読むことができる。

3 ：博物学の時代 「分類」，「旅J，「異国」といった諸テーマの交差地点に

浮かび、上がってくるのが「博物学J である。異国の「他者」を対象にした

記述がさまざまな偏見や思惑のフィルターを通して歪曲や変形の跡を留め

るのに対し，遠隔の地に見つけた花や烏は驚くべき正確きで写生きれると

いうパラドックスがある。いずれにせよ，この学問の成果（Buffon から

Cuvier にいたる進化論以前の移しい博物図譜）は時代の思考様態を象徴す

る図案として，造形的に検討される一方，『百科全書』の知識系統図などを

解読格子にその認識論的基盤を関われる必要がある。博物図譜こそは啓蒙

期の「表象」哲学をもっともよく体現する資料体なのである。

4 ：奇形学への関心 Pope が詩に歌った「茸から神までの」階梯状をなす

存在の連鎖は，啓蒙主義によって榔撒・批判きれるが（Voltaire ：くla Chatne 

des ~tres crees>, in Dictionnaire ρhi lo soρhique） ，代わって登場したのが

古代唯物論の流れを汲む万物連鎖説であった（D’Holbach: le Systeme de 

la nature） 。「百科全書」第 1 巻冒頭の「人間知識の系統図」に付された説

明によると，「歴史」の中でももっとも重要な分野である「自然史」は「一
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定不変性J，「変異J，「利用」の三領域に分かれる。現在，私達が「博物学J

の名で呼んでいるのは「自然の一定不変性」の領域だが，存在の次元でも

（万物流動の漸次的隣接関係によって）事典記述の次元でも（いわゆる「参

照項目」の方法によって）「連鎖」で結ぼれた自然物の系統的把握に「変異J

という奇形を扱う項目がわざわざ別に用意されているのが面白い。神を知

らぬ，言い換えれば万物の階梯状をなした秩序を知らぬ自然界では，正常

と異常の全てのニュアンスが水平にして平等な隣接関係に位置付けられる

(Diderot: le Reve de D'Alembert に説かれる異種交配）。

天体の「異常j である「琴星j への過剰反応は Bayle が Pensees sur la 

co mete で批判したところであるが，この民衆の集合心性は世紀の半ばを過

ぎても定期刊行物の記事で確認できる。ちなみに Grimm が“phenomene”

と形容した神童 Mozart のパリ登場と，時ならぬ琴星騒ぎとは期をーにし

ている （ Gazette de France, nー. 3, 1764）。時代の文脈の中では天才と天体

異常とを同じエピステーメーに組み込んで論じることが出来るのである。

奇形，怪物への強い関心は，たとえば Lavater の観相学における動物と人

間の表情比較，定期刊行物の奇形誕生に対する異常なこだわり，『百科全書』

別巻の「半陰陽」の図版などが有力な手掛かりになろうが，同じ『百科全

書』の図版「動脈系」はすでに幻想の領域に属するものであり，この線上

に Cazotte : Le Diable amoure仰の化け物， Retif : La Decouverte australe 

における動物人聞の夢想、が花開くことになる。

5 ：見果てぬ夢：ユートピア 「異常」系のテーマの先に「ユートピア」を

考えることができる。このテーマは「分類」に特徴的な整合性，「旅」がも

たらす異境と他者の発見などの諸要素を総合し，一つの「語り」に組み立

てたもので，どの要素に強調が置かれるか次第で，そのありょうは微妙に

変化する。強い現実否定の意思に促きれて社会改革の夢を理性の言葉で語

ったのが， Morelly: Code de la nature (1755）であり， Rousseau, Du 

contrat social (1762）であった。だが，その限りでの思想家や作品は18世

紀社会思想史がくどいほど繰り返してきた常套句の垢にまみれている。そ

れに対して，音楽（Rameau: Generation harmonique, 1738），建築
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(Ledoux, Lequeu, Boullee の図版），言語（理性的言語体系図表），図案

（『百科全書』図版などに散見きれる時計仕掛け，絹織物，アトリエ内景の

幾何学模様）などのジャンルに見られる調和と整合への異常ともいえる強

い晴好をもまた「ユートピアj と呼ぶことが出来るのではないだろうか。

いわゆる「ユートピア文学」が「島」を好んで舞台にしたことは知られ

ている。 Marivaux: L 'Ile des esclaves (1725）ではたんなる身分転倒の口

実的空間だった島が， Sylvain Marechal: Le ]ugement dernier des rois 

(1794）になると王殺しの祝祭空間に変容する。時間の変容が主題となる

「ユークロニー」も見逃せない。 Mercier: L 'An deux mille quatre cent 

quarante (1771）の現実性を論じるのに，私たちはあと 450年近くも待たな

ければならないのである。
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